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市制施行 60 周年市民提案事業＆職員協働事業
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大竹のイメージソングや
応援ソング
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今
年
も
大
竹
市
民
の
幸
せ
感
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。
用
紙
が
届
い
た
方
は
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

大
竹
市
民
の
幸
せ
感
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、日
ご
ろ
、感
じ
て
い
る
こ
と
を
「
心
配
事
」

と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
例
が
多
く
あ
り
ま
す
。「
心
配
事
」
を
少
し
で
も
安
心
に
つ
な
げ
る
こ
と

が
で
き
る
情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
駅
前
の
活
気
」
で
す
。

心
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か
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安
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駅
前
に
活
気
が
な
い
っ
て
本
当
な
の
？

　
「
駅
前
商
店
街
が
さ
み
し
い
。
活
気
が
な

い
よ
う
な
気
が
す
る
。
」
「
駅
前
通
り
に
人

通
り
が
な
く
暗
い
。
」
と
、
駅
前
の
活
気
に

つ
い
て
の
心
配
事
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答

で
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
確
か
に
、
人
口
の

減
少
や
車
で
買
い
物
に
行
く
人
が
多
い
時
代

で
す
の
で
、
昔
に
比
べ
駅
前
に
人
が
集
ま
ら

ず
、
活
気
が
感
じ
ら
れ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
な
ん
と

か
し
よ
う
と
、
こ
れ
ま
で
も
夏
の
名
物
イ
ベ

ン
ト
「
土
曜
夜
市
」
や
大
竹
の
特
産
品
を
一

堂
に
そ
ろ
え
た
「
大
竹
も
ぶ
り
市
」
な
ど
、

商
店
街
の
活
性
化
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

き
ま
し
た
。

　
ま
た
市
制
施
行
60
周
年
を
機
に
、
駅
前
の

活
性
化
の
た
め
の
市
民
提
案
事
業
も
行
わ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

音
楽
喫
茶
お
お
た
け

　
市
制
施
行
60
周
年
市
民
提
案
事
業
と
し

て
、
O
h
!
バ
ン
ブ
ー
倶
楽
部
が
提
案
。
音

楽
の
力
で
大
竹
を
元
気
に
盛
り
上
げ
る
た

め
、
大
竹
駅
前
の
空
店
舗
な
ど
を
活
用
し

て
、
４
月
か
ら
９
月
ま
で
の
第
２
土
曜
日
に

演
奏
会
を
開
催
し
て
お
り
、
多
く
の
人
で

に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

日
曜
く
ば
マ
ル
シ
ェ

　
玖
波
ま
ち
づ
く
り
振
興
会
が
、
玖
波
駅
前

で
月
に
１
度
行
っ
て
い
る
朝
市
。
地
元
の
野

菜
や
魚
、
加
工
品
な
ど
幅
広
い
品
ぞ
ろ
え

に
、
子
ど
も
が
楽
し
め
る
コ
ー
ナ
ー
も
あ

り
、
年
齢
を
問
わ
ず
楽
し
め
ま
す
。
最
近
は

市
制
施
行
60
周
年
を
機
に
玖
波
公
民
館
と
の

コ
ラ
ボ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
な
ど
、
イ
ベ

ン
ト
内
容
の
マ
ン
ネ
リ
化
を
防
ぐ
工
夫
も
凝

ら
し
て
い
ま
す
。

く
　 

ら
　 

ぶ

地
域
ジ
ン
ま
ち
カ
フ
ェ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Ｍ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｂ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
ｃ
ａ
ｆ
ｅ

レ
ト
ロ
不
思
議
体
験
！

「
だ
か
ら

　 
こ
の
ま
ち
が
好
き
」

　
何
カ
月
も
か
け
て
集
め
た
お
宝
写
真
の

展
示
や
レ
ト
ロ
な
町
家
カ
フ
ェ
。
こ
の
企

画
に
、
地
元
の
中
学
生
も
「
地
域
ジ
ン
」

と
し
て
参
加
し
一
緒
に
考
え
ま
し
た
。

　
古
い
写
真
や
街
並
み
を
通
じ
て
、
三
世

代
交
流
の
場
に
も
な
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
　

と
　き
　
７
月
19
日
㈯
　
13
時
〜

と
こ
ろ
・
内
容
　

●
玖
波
公
民
館

　
ふ
る
さ
と
レ
ト
ロ
（
お
宝
）
写
真
館

（
パ
ネ
ル
展
示
）
、
素
人
リ
レ
ー
講
演

会
（
ふ
る
さ
と
を
語
る
）
、
記
録
ド

キ
ュ
メ
ン
ト
手
作
り
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー

●
ま
ち
カ
フ
ェ
へ
移
動

　
マ
ッ
プ
で
巡
る
！
「
西
国
街
道
　
玖
波

宿
う
だ
つ
ス
ト
リ
ー
ト
」

●
ま
ち
カ
フ
ェ
（
隠
れ
家
）

　
「
癒
し
」
の
蓄
音
機
の
体
験

申
し
込
み

　
７
月
１
日
㈫
か
ら
電
話
で
玖
波
公
民
館

へ
。
（
当
日
参
加
も
可
）

　日曜マルシェ20店舗（あなご、惣菜，野菜、フリマなど）が玖波公民館に集結。ジャンケン
ゲーム、抽選会などの楽しい企画も盛りだくさんです。また、特別企画として、地元大竹の
ミュージシャンによるライブや講師が世界のビールを紹介します。

と　  き  ７月27日㈰　９時30分～13時
　
９時30分から
　次の各教室は、事前に玖波公民館への申し込みが必要
です。（電話可）
　●本棚作り教室
　　地元の木材店による釘も接着剤も使わない無垢の木に
よる本棚作りです。

　●バルーンアート教室

と こ ろ  玖波公民館
　
10時から
　●日曜マルシェ（物販など）
　●講座「世界のビールで乾杯！」
　　ハイネケン（オランダ）・レーベンブロイ（ドイツ）・ベリ
ビュークリーク（ベルギー）紹介と試飲　

11時から
　●ライブ
　　次の①～③の方が出演します。

①中村ひろ子さん　②グランパｗｉｔｈＴ　③二階堂和美さん

問い合わせ 玖波公民館☎57７０８４

7/19（土）

60周年 を日曜くばマルシェで
お祝いしよう！

7/27（日）

募 集 中

職員協働事業

学校給食メニュー募集
あなたのレシピが給食に

　「子どもが食べたい、子どもに食べさせたい」。地場産物を活用
した学校給食メニューを考えてみませんか。優秀作品に選ばれ
たメニューは、今年度中に、学校給食として提供し、市ホームペー
ジなどでも紹介を予定しています。
対　象　市内在住または通勤・通学している方（団体も可）
応募条件　料理は、主食、主菜、副菜、デザートのいずれでも
かまいませんが、次の条件を満たすメニューを考えてください。
①大竹で採れる食材（地場産物）を使用（玉ねぎ、しいたけ、白菜、
大根、米、じゃがいも、栗、はまち、いか、牡蠣など）
②材料費は、１人分１５０円以内
③生ものの提供はできません。
審査方法　一次審査（書類審査）と二次審査（試食審査）を行
います。なお、応募されたメニューは二次審査のときに調理し
ていただきます。
応募方法　市ホームページから応募用紙をダウンロードして、
９月 10 日㈬までに、①教育委員会総務学事課、②大竹市給食セン
ター、③市内小・中学校のいずれかへ郵送または持参してくださ
い。募集要項は総務学事課または市内小・中学校にも備えてい
ます。

　締め切りは、8月20日㈬まで。詳しくは、市ホームページ（トッ
プページ 「平成 26 年９月１日、大竹市は市制施行 60 周年を迎え
ます」）または広報おおたけ５月号10ページをご覧ください。

問い合わせ 給食センター☎57７６２６

問
い
合
わ
せ

企
画
財
政
課
☎
59
２
１
２
５

　今回は、場所を古民家風の建物に移し、これ
までと一味違った雰囲気で開催します。飲んだ
り食べたりしながら、週末の夜を音楽とともに
過ごしませんか。（飲食物持ち込み可）
と　き　７月12日㈯　19時～20時30分
ところ　竹の子の里  あっとホーム菜（新町１丁目　スペイン通り）
参加料　５００円
ゲスト出演　●待夢達（東広島市在住）息の合ったハーモニーと優し

い歌声で心を癒してくれるフォークデュオ。
 　　●河野一志（広島市在住）古典から他ジャンルとのコラ

ボなどで多方面から評価が高い、若手の津軽三味線の
名手。

申し込み　直接電話でＯｈ！バンブー倶楽部へ。（当日参加も可）

たい   む 　 ず

こう   の   ひと   し

問い合わせ　Ｏｈ！バンブー倶楽部
（代表 前田携帯☎090-9509-2511）

く　ら　ぶ

（上）古民家を開放します。
（左）大きな蓄音機にビックリ。

① ② ③
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